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１．はじめに

１）自己紹介

• 新潟県佐渡島出身、長岡市在住。

• 災害からの地域復興と地域づくりに、

コーディネートと研究から関わる。

• 中越地震被災地域の20年後を調査研

究する「復興プロセス研究会」事務局。

中越地震からの復興に関する書籍・共著書等

1. 震災復興が語る農山村再生:地域づくりの本質（2021）

2. 2004 年新潟県中越地震 被災中山間地域復興支援 17 年の記録

地域の「声」をカタチに（2014）

3. 中越地震から3800日～復興しない被災地は無い（2015）

4. ここはじょんでぇら 震災を経験した小千谷市十二平集落の道標（2010）

－2004年 新潟県中越地震

－2011年 東日本大震災

石塚直樹（いしづか・なおき）

公益社団法人 中越防災安全推進機構 研究員

1. 2. 3. 4.



新潟県中越地域

• 日本有数の豪雪地帯

• 雪＋地滑り地形→棚田文化

• 角突き・錦鯉等の文化

• 田中角栄の地盤

• 長岡花火
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２．新潟県中越地域と2004年新潟県中越地震

１）新潟県中越地域｜中山間地域を含む、自然豊かな農業地域

新潟県

富山県

石川県

福井県

中越地域
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山形県

福島県

新潟県

栃木県

群馬県
長野県

２．新潟県中越地域と2004年新潟県中越地震

２）新潟県中越地震の発災｜中山間地域を震源とした直下型地震

発生日時
2004年10月23日
午後5時56分

震源地 新潟県中越地方

震源の深さ 13km

マグニチュード 6.8

最大震度 7（長岡市川口（旧川口町））

余震
（10月23日中）

震度5以上 19回
震度1以上 961回

人的被害
（新潟県内）

死者：68人
重軽傷者：4,795人

住家被害

【住家被害】
全壊：3,175棟
大規模半壊・半壊：13,810棟
一部損壊：104,619棟

出典：新潟県中越大震災復興検証調査会「新潟県中越大震災復興検証報告書」 震度分布図および各地の震度は「2004年10月23日17時56分新潟県中越地方震度分布図」（気象庁）をもとに作成
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２．新潟県中越地域と2004年新潟県中越地震

３）中越地震による被害の特徴｜地盤災害を発端とした被害

中山間地域における地盤災害の影響

• 孤立集落の発生（直後61集落）

• 河道閉塞（集落の水没・下流域の危機）

• 住家・農地被害（住家自体は強固）

－最大3年2カ月の村外仮設住宅生活

震災前から、備えや回復力を
有していた地域

• 多くの住家の構造は強固

• 孤立への慣れと日頃からの備え

• 生活道路の自力復旧



“地震は地域の時計の針を
20年以上進めた”

緩やかに迎えるはずだった
地域の問題・課題を顕在化させた
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２．新潟県中越地域と2004年新潟県中越地震

４）中越地震の被害による影響｜中山間地域の人口の流出が加速

出典：澤田雅浩（兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科）作成資料に一部加筆

小千谷市東山地区の人口・世帯数は

• 1,100人弱（2004年・震災時）から、

597人（2008年・3年後）に約半減

－推計では2030年過ぎの人口に類似

将来人口推計結果（東山全体）
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597
（2008）

将来人口推計結果（小千谷市東山地区・震災前までの動態により2008年推計）

震災前
世帯数

震災後
世帯数

世帯
帰村率

東山全体 292 151 52％

震災前
集落数

震災後
集落数

集落数
の変化

東山全体 10 9 90％

※十二平集落は震災後全世帯で移転し消滅

世帯数の変動（2008年段階）

集落数の変動

◆
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出典：稲垣文彦他（2014）震災復興が語る農山村再生地域づくりの本質 に一部加筆

1945年 X（時間）

災害

復旧＝復興

右肩上がりの時代
＝豊かさは数で測れる
もの（人口や経済、

GDP等）

19９５年 ２００４年

災害

復旧≠復興

２．新潟県中越地域と2004年新潟県中越地震

５）復興の目的・指標｜右肩下がりの時代の復興＝新たな指標探し

Y=？

復興とは何か（稲垣）

中越地震からの復興は「人口減少
社会の豊かさ」の指標探しに

• 右肩上がりの時代は「復旧＝復興」。

数で測れるもの（人口・経済）を元に

戻せば、「災害前と比べて良くなる」

ことができた。

• 右肩下がりの時代は、「復旧≠復興」。

人口や経済（GDP）で復興を測るこ

とは難しい。新しい指標探し＝“軸ず

らし”が求められた。
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中越大震災復興ビジョン（地震から4か月後の２００５年4月に公表）

復興に向けた指針として描かれた10年後の2つの記録（シナリオ）

記録1（絶対回避シナリオ）

日本の中山間地の息の根を止めた地震

• 「急ピッチで原型復旧」を優先

• 地震発生から 10 年，中山間地は荒れ果

てた状態となった。こうなるため

• に人とお金を注ぎ込んできたのか

• 中山間地域を擁する地方都市の合言葉は

「中越の轍を踏むな」となった

３．中越地震からの復興の取組

１）復興ビジョン｜中山間地域における持続可能性の獲得を目指す

記録2（実現希求シナリオ）

日本の中山間地を再生・新生させた地震

• 「地域イメージの共有」を優先

• 震災が再認識させたことは相互依存関係

（つながり）の豊かさ

• 最素朴と最新鋭が絶妙に組み合わさり、

都市と川と棚田と山が一体となって光り

輝く中越
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出典：新潟県、及び澤田雅浩（兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科）作成資料に一部加筆

３．中越地震からの復興の取組

２）復興支援策の構築課程｜対話構造の変遷と復興支援体制の構築

中越大震災復興基金

協働

行政

住民
地域

中間支
援組織
・専門家

相互
依存

行政
住民
地域

震災以前の過疎対策等

• 対話は二極構造

• 住民・地域は「何をしてく

れるのか」受け身の構え

• 依存的・閉鎖的・保守的

• 三極構造と復興基金に

より、住民の発案が迅速

に事業化

• 中間支援組織に結実

復興支援策と復興支援体制の構築

• 「手段を持つが方法がない

行政」と、「ニーズは把握す

るが解決方法のない民間

支援組織」による協働の場
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３．中越地震からの復興の取組

３）復興計画と復興基金｜地域が主体の復興を推進

時期 0-3年 4-7年 8-10年

段階 復旧段階 再生段階 発展段階

創造的
復旧

活力に満ち
た新たな持
続可能性の
獲得

復興を越え
た新しい日
常の創出

主な
地域の
展開

再建・コミュ
ニティの議
論

集落のビジ
ョンづくり
と実践

地域のビジ
ョンづくり
と実践

フィー
ルド

仮設住宅・
村外

集落 地域

ビジョンに基づいて「記録2」を目指す

10年間の復興計画（県）

気持ちを支え、次に進むための

地域が主語となる復興基金事業例

農林水産業

対策事業

手づくり田直し等支援

錦鯉復興対策

生活支援

対策事業

地域共用施設等復旧支援

地域生活交通支援

地域復興

支援事業

復興支援ネットワーク

地域コミュニティ再建（ソフト事業）

地域コミュニティ施設等再建支援

地域復興デザイン策定支援

地域復興デザイン先導事業支援

地域復興支援員設置支援

地域復興人材育成支援

地域特産化・交流支援
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３．中越地震からの復興の取組

４）復興支援から考えてきたこと｜“される”と“する”の関係性の変化

出典：稲垣文彦（公益社団法人ふるさと回帰・移住交流推進機構）作成資料に一部加筆

お茶会で支援“される”被災者と

お茶会を支援“する”支援者・ボランティア

笹団子づくりを“教える”人と

笹団子づくりを“教わる”人たち



2025/12/19石塚直樹｜災害復興と地域づくり－20年が経過した2004年新潟県中越地震被災地域の復興と現在－｜北陸農政局 農村RMO推進フォーラムー住んでみたい・住み続けられる農山漁村づくり－ 12

３．中越地震からの復興の取組

５）復興支援から考えてきたこと｜“めざす”関わりと“すごす”関わり

出典：宮本匠（2024）「『みんな』って誰？災間と過疎をのびのび生きる」（世界思想社） をもとに加筆

• 外部者による「村をより良い状況へ

と変化させよう」とする支援の関わ

りは、諦め感、依存心を引き出した

－「現在の否定・Xがない」を生起

－内にある無力感を強めてしまう

• 被災者と外部者が一緒に「○○する」

共同性の世界が、「かけがえのない」

存在だということを認め合い、内な

る誇りを引き出した

－「現在の肯定・Xがある」を生起

－めざすことへの足掛かりになる

“めざす”関わり

より良い状況を目指す支援の関わり

“すごす”関わり

変わらなくて良いを前提とした関わり
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３．中越地震からの復興の取組

６）復興支援から考えてきたこと｜地域づくりの“足し算”

足し算の支援
（寄り添い型支援）

掛け算の支援
（事業導入型支援）

①外部とのつながり
②小さな成功体験
③共通体験

④住民の主体性
⑤共通認識

⑥集落の持続可能性の
獲得に向けた活動

⓪住民の不安や悩みに
寄り添う

（住民と共に考え、行動する）

地
域
力

時間

0

－

＋

地域づくりの“足し算”と“掛け算”
－農山村の「誇りの空洞化」への外部者による足し算

出典：稲垣文彦（公益社団法人ふるさと回帰・移住交流推進機構）、小田切徳美（明治大学）作成資料に一部加筆

“足し算”の申し子

「地域復興支援員」

• 全国に先駆ける地域への

人的支援制度

• 復興基金を財源に、中間

支援組織等に所属

• 2007年から、最長14年

にわたり、地域復興・地域

づくりに従事

• 後半は、支援者から主体者

に変化し定着する人も
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３．中越地震からの復興の取組

７）取組例｜住民主体の地域コミュニティ活動に外部者が関与・交流

ボランティアや出身者、大学生など、「本気で付き合える仲間」の獲得
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３．中越地震からの復興の取組

８）取組例｜小さな計画・試行を繰り返し、地域イメージの共有を図る

外部とのつながりや小さな成功体験を積み重ね、動きながら考える

東川口震災復興委員会による
被災した商店街での「よってげてぇふれあい市」

法末集落による
近隣大学生らと共に進める「ほたるの里」づくり
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３．中越地震からの復興の取組

９）取組例｜市町村を越えた「地域復興交流会議」

復興に取り組む集落・担い手間の市町村を越えた情報交換

－温泉旅館等で宿泊できるように開催し、交流を深める
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３．中越地震からの復興の取組

１０）取組例｜旧市町村単位の地域経営組織の設立と運営

長岡市山古志地域｜中越防災フロンティア
• 雪かき道場やYUBO（除雪ボランティアマ
ッチング）、震災伝承施設の運営など

長岡市川口地域｜くらしサポート越後川口
• コミュニティバス・お買い物バスの運営や
地域活動協力、施設管理など

復興を越えた新しい日常を支える地域経営組織による地域課題への対応

出典：https://cbf.yamakoshi.guide/ 出典：https://npo-kurasapo.org/
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３．中越地震からの復興の取組

１１）取組例｜掛け算で生み出された地域の新たなビジネス

アメリカの支援者からのアルパカ寄贈が、牛飼い文化と
重なりスタートした山古志アルパカ村

地域の文化「ウサギ狩り」や雪室文化から発展した
越後川口生ハム塾・みんなのハム

地域にあるものごとと復興プロセスの中で得られたものごとの掛け算
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４．中越地震から10年

１）復興検証｜10年が経ち、被災地はどうなったのか

従前居住地域の
復興状況が心の

支えにもなる

再居住エリア
（現地・移転地・公営住宅）
における居住者層の

純化が起こっている

山の暮らしを外部要因
（子供の通学・自身の通勤・経済

的状況）からあきらめた人
々も多い

流動性の高い
山の暮らし
（昼間人口の増加）

地域を支える

人材としての

関与が可能  
(中越地域での

流動性向上）

集落復興の各種支援
（人的支援・財政的支援）

山で暮らしていく意思を
再認識した人々が暮らす
（そのため出て行った人には複

雑な心境もある）

なじみの

田舎

被災エリア（中山間地）

過疎化・高齢化一層の進展
（山古志・小千谷東山では半減）

ミクロでみると「限界集落化」

但し

中越内での

移転移住※

近隣の市街地（平野部）

これまで被災地に縁のなかった市民

集団移転事業による移転
公営住宅入居に伴う移住
世帯統合による移住

地域外に居住する
「本気で付き合える

仲間」
三極構造による多

面的・多重的支援

を可能にする枠組

出典：新潟県中越大震災復興検証調査会（2015）「新潟県中越大震災復興検証報告書」 に一部加筆修正
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４．中越地震から10年

２）地域リーダーを対象とした調査｜復興感をもたらしたものは何か

道路・農地の復旧と、行事の再開が

復興の実感につながった

住民の復興活動への積極的な参加が

復興感の高まりにつながった

出典：中越防災安全推進機構・復興プロセス研究会（2015）「中越地震から3800日～復興しない被災地はない～」
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５．中越地震から20年

１）中越地震20年後の地域の状況を把握するインタビュー調査①

調査目的
中越地震からの10年の復興の取組は，その後

の10年にどのような影響を与えたのか明らか

にするため，地域住民の語りを収集し記録する
調査形式 半構造化インタビュー調査
調査期間 2023年10月～2025年3月
対象者 中越地震被災地域に居住する住民

対象者は事務局が選定＋対象者からの紹介
調査項目

１．中越地震以降の取組について

２．中越地震や復興の取組の捉え方

３．10年の取組の，その後10年への影響

４．これからの展望について

実施主体 復興プロセス研究会
（事務局：中越防災安全推進機構）

対象者は、地域活動への関与開始時

期に応じて二群に分類

中越地震20年インタビュー調査の

実施概要

②復興プロセス研究会（＋アドバイザリー会議）
調査結果に基づき、二群間に見られる変化や影響について
議論し、傾向を整理する

中越地震から10年
（復興期間）

2004年
発災

2014年
10年

2024年
20年

中越のその後の10年
（復興期間後）

①インタビュー調査

第二群
（震災から10年以降に
地域活動に関与）

第一群
（震災以前あるいは震災
当時から地域活動に関与）
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地域 調査実施者数（人）

自治体 地区
内訳

全体
第一群 第二群

長岡市

長岡 1 0 1

山古志 5 2 7

川口 16 4 20

小国 1 1 2

栃尾 3 0 3

小千谷市 8 1 9

十日町市 1 0 1

合計 35 8 43

43名へのインタビュー調査を実施し、

逐語記録を作成

研究員と学生研究員による

インタビュー調査実施の様子

インタビュイー
（第二群）

インタビュアー

研究員

学生研究員

５．中越地震から20年

２）中越地震20年後の地域の状況を把握するインタビュー調査②
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関連するインタビュー結果の代表例

“家の復旧や、農地の復旧。神社とか、

あとやまびこの再開とか、NPOの人

と協力してすごい頑張ってた風に感

じました。”
Aさん／第二群／男性・会社経営／長岡市小国法末

結果と考察

• 第二群は、当時関わりは無いもの

の、第一群の復興活動を認知して

いた事例が複数確認された

• 第一群による地域復興活動は、復

興に向けた推進力になるとともに、

周囲からも見える「気配」をつくり

だしていたと考えられる

５．中越地震から20年

３）第一群（当時の担い手）による地域復興活動の影響
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関連するインタビュー結果の代表例

“地震があって、家を残さなければい

けない使命感が生まれた。春に父が

亡くなったが、（父が）一生懸命直し

たから。十何代あそこに住んでいる。

「執着」かなあ。”
Bさん／第二群／女性・会社員／長岡市川口

結果と考察

• 当時は地域活動への関与の無い第

二群が家屋や家長の役割を引き継

ぐ事例が複数確認された

• 震災後，家族や地域に対する第一

群の思いに触れたこと，復興に取

り組む背中を見ていた経験ととも

に共有されている

５．中越地震から20年

４）家長の役割や家屋の継承
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関連するインタビュー結果の代表例

“市民協働センターと繋がるようにな

って、いろんな方に会って。そしたら

センターのFさんから、G小学校の

（和太鼓教室の講師の）お話もらった

んですよ。いい機会をもらえて。（そ

れまでは迷いがあったけど）もうそこ

で覚悟決めた感じですね、もう。”
Cさん／第二群／男性・和太鼓奏者／長岡市山古志

結果と考察

• 総合型NPOや中間支援組織への

所属や関わりにより，①「市民協

働」等の文脈で新たな担い手が発

掘され，②活動範囲が広がる事例

が複数確認された

• 中越地震からの復興過程により生

み出された組織による影響がある

５．中越地震から20年

５）復興過程により生み出された地域経営組織の影響
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関連するインタビュー結果の代表例

“当時、復興基金事業では、K集落の

評価は点数が低かった。なぜ低いか

と聞くと、「外部の支援団体が無いか

ら」と言われた。今は、外との関係が

あって良いと言われていたところが、

（外との関係を次の世代に引き継げ

ておらず、）難しくなっている。”
Dさん／第一群／男性・行政職員／長岡市山古志

結果と考察

• 復興によって進められてきた「地域

外人材との交流」は良い思い出と

しては残る一方，地域内の次の担

い手に引き継がれていない事例が

確認された

• 「地域外人材との交流」は特定の人

と人の関係に留まると考えられる

５．中越地震から20年

６）地域外の人々との交流のその後
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第一群による

地域復興活動の効果

• 第一群による地域復興

活動は，復興の推進力

となるとともに，自覚

されない形で地域の

「気配」を生み出した

• 「気配」は周囲から「見

えている」状況を生み、

第二群に届いていた

第二群の変化

• 第二群は活動を「見

ている」だけの期間を

経て，10年以降に地

域活動へ関与

• 「見ている」だけの期間

が，当事者意識や主体

性の醸成に寄与した

第一群から

第二群への影響

• 意識しバトンが渡った

例は少なく、間接的で

タイムラグがある

• 第一群による地域復興

は、第二群の地域への

「関わりしろ（時間的・

空間的な関わる余

地）」を拡げた

５．中越地震から20年

７）考察のまとめ｜復興の10年は、その後の10年にどう影響したか
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ともに“すごす”

関わり方を模索中

• 2025年10月に山古志

で「珠洲市上黒丸・長岡

市山古志交流ツアー」を

実施

－上黒丸から15名、

－山古志から19名参加

６．まとめにかえて

１）中越から能登半島の復興へ



2025/12/19石塚直樹｜災害復興と地域づくり－20年が経過した2004年新潟県中越地震被災地域の復興と現在－｜北陸農政局 農村RMO推進フォーラムー住んでみたい・住み続けられる農山漁村づくり－ 29

謝辞および問い合わせ先

謝辞

本報告は，北陸地域づくり協会「『北陸地域

の活性化』に関する研究助成事業」および長

岡市「中越大震災20年プロジェクト支援補

助金」を受け実施した「復興プロセス研究会

（事務局：中越防災安全推進機構）」において

得られた研究成果の一部をまとめたもので

ある．調査研究に協力いただいた皆様及び

復興プロセス研究会のメンバーに記して御

礼申し上げる．

本資料に関する問い合わせ先

石塚直樹

公益社団法人中越防災安全推進機構

研究員

ishizuka.naoki@gmail.com

中越防災安全推進機構

ウェブサイト










	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	PDF_fukkou_A4t_1P-P8
	PDF_fukkou_A4t_2P-P3
	PDF_fukkou_A4t_4P-P5
	PDF_fukkou_A4t_6P-P7

